
Title 年金法に依る減価償却を論ず
Sub Title
Author 三邊, 金蔵

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1916

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.10, No.6 (1916. 6) ,p.798(56)- 810(68) 
JaLC DOI 10.14991/001.19160601-0056
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19160601-

0056

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


灕
十
怨
ノ 

(

七
九
八
>

,

_

猶

年
蜜
に
管
诚
慑
却i

論

す
'

■

-

雄

森

,

及

内

-

'
 

...
 

.

.

■

‘
 

■
 

.

-

.

.

、

年
金
法
に
依
る
減
價
亂
却
を
論
ず

> 

.> 

.

' 

三

邊

金

藏

年
金
法
に
依
る
減
價
償
却
ど
は
、興
普
通

'に
解
せ
ら
る
、
所
に
從
へ
ば
、當
該
資
產
物
件
の
存 

績
'斯
間
，の
滿
了
に
至
れ
ば
、其
原
偕

(
又
は
是
ょ

.ぅ
廢
物
價
格
を
差
引
き
た
る
殘
額

)

は
勿
%
各
會 

針
年
度
の
始
め
に
未
償
却
額

s 

L
I 

H
.

前
期
ょ

り
，燥

'越
さ
れ
た
る
價
格
に
、

〗

定
利
率
を
以
て
附 

す
る
利
子
を
も
、合
せ
て
之
を
償
却
し
去
る

.
に
足
る
割
當
額
，を
#
年
度
の
收
益
に

*
M課
す
る
減 

價
償
却
の

1

方
法
を
謂
ふ
も

..の

.
に
し
て
、其
割
當
額
算
出
の
公
式
は

 

- 

Y1
原
價
，：ユ

.

:
ー̂
..、廢

物

價

格

.

ふ，

ノ
.

;

D

減

價

韵

霄

.類

f

利

率

'
,
“ 

■
 

\
 

'
 

i
- 

- 

- 

R 

- 

f

:

’

,

n 存
續
猢
間
 

V
 

;

,

e
:す
れ
ば

ブ
1

ブン，

-
,

(

n
度：丈
け
繰
返
す

〕

'

V
1
K
.
I
1
D
〕
R

I

0)

R
.—

0)

®
*
 

，
 

'ト

又
は
變
化
せ
し
め
て

’ y

 

知n
l

d

(

l^
n
,
I
+
^
?
2 

十
^

?

3

+l^
f
 

4
V
.

.

.

.

R
+
-
n

 =

 v
g

故
に
 

D

f—

ir
<

R

r

v

2 

. 

故
に
 

'

故
に

 

ロ 

ふ

 

y

b

+

l ^

上

，

:

:

に
し
て
、對
數
表
又
は
利
廻
り
早
見
表
の
如
き

^

照
ら
し
て
、容
易
に
之
を
求
め
得
る
な

A
 

而
し
て
此
方
法
に
依
る
減
價

.償
却
を
、®
該
資
牽
物
件
の
墩
定
ロ
座
に
記
入
し
れ
る
範
例
を 

示
せ
ば
即
ち
次
表
の
如
し
•

、

第
十
翁

(

七九九)

腧

m

年合
•法
.|«
依
る
墙
傲
却
ん

_
ず

， 

雄
>>
矶
，

五七



>•
し

ろ

に

依

つ

雜 '.浬貉 浬 m m m
.«■'

m . m i 腐 、 職 レ

鲥 屮 m 中 34 .， ：+ 屮 m
U

J
. 8 1

i
ViM WW M い M M

VO ^ ! K> tCn -̂1
Cri办M

t i :

O oで；O M L CoOv o

W

8 |
S 尨 | 

1
§5 O ON Q\ い

Ca> r ぬ VO00 C\ ov oo O
|§|

o o o o 織
!

五
年
 

十
二
月
三
十
一
日

四
年

 
ヤ

月
三

十
一

日

”

.... 
i

三
年

 
十
二
月
三
十
一
日

”

:
こ:

：、.
年
-

• 
十
二
月
三
十
一
日

”

大
正

元
年

 
十
二
月
三
十
一
日

”

ini

ra

U 雞
题

磔 鹩 m e 緦 銘 _ 戤 親
- • ...

癍 镝 筠  織 '
骑 骑 翅 . 翅  綺.

Wsl
斛 褂 鲥 趙 goj.挡， . M 雄 辧 雄

W H
8 友

ojOoON
to HM U M 4x 1

い W M W Ul
私

I ONCo
o\

C/X ww w
8 ^

毖丨

VO00 o ^  ^  1 ^  o , | oO Ooo o 镟

;飞

之

を

觀

れ

ば

方

法

に

於

i

年

度

毎

に

減

價

償

却

>

!

£

 

—

 

、

4
,1
-
l

iM
川
+
1
B

.

n

 

'

 

哳

.

.

 

、：

1

h a—

^

E n

4

n

i m
H

4

丨

I n

•
 

.'
 

*.;'
'
 
•

*

'

.

.

.

,

I

 

-

 

^

.

n

v

^
 

H

- +
1

m

m

^

.

-;
.

/

1

■
b n
'
 

I

m

-

 

•+
n
ba
H
-
f
-
l
EP

丨

b

丨

.

m

_
 

4
"hn
(l
(

t

m

>

夢

 

■

丨

b j
i

l

 

B

 

:

却

說

以

‘

上

..記

す

%
?

-
涵

.(

八
Q

〇

)

論

: ®
_

金

法
.に

供
^

诚

似

傲

却

^

論

ず
 

,

第

六

號

.
五八

»

ff
i
'

 

I

#

.
ノ

^

^

'

し
て
收
益

.
に
赋
詉
す
ベ

.き
割
當
金
額

k

、每

年

、度

何

れ

'
も

同

：

な

も

が

如

き

觀

ぁ

れ

ど

も

、然

か 

.
も

各

會

計

年

度

：
末

に

於

て

該

會

計

^

度

內

の

未

償

，
却

額

.に

對

し

て

附

す

る

利

子

'

は
、直

ち

に

利
 

子
.勘

定

:

の

貸

方

に

記

入

せ

ら

れ

、收

益

の

一

部

ど

し

て

訐

箅

せ

ら

る

、而
.が

も

其

刺

字

額

れ

る

や
 

逐

年

減

少

す

る

が

故

に
、減
價

償

却

W

し

て

收

益

に

課

せ

ら

る

、

實

際

の

•
金

額

は

年

を

追

ふ

て
 

遞

增

す

る

の

實

を

見

る

な

6

。前

例

：に

就

て

之

を

« .

へ
'
 

ば

即

ち

.左

0

如

し

。

N S  IK 11 ^
n>

帮哳 ：知食着 

4 M 碑滿膝商

表
面

'上
の

減
偾

:馁
m

m

0\
O0
U\

M M M 、M HW W W W 
<̂1 <<1 4̂. O .0 o o o

H  m  id it 齒

• 磧 # 积 * r  : 

砘 砘 碑 滿 度

減

蒴

親

琦

1
8 1 1 1 1 1 .

然

.

れ

ば

此

、
減

愤

償

却

法

に

於

て

當

然

間

題

义

な

,

%

、其

斯

く

の

如

く

各

會

計

年

度

末

に

於
 

.

て
、該
會

計

年

度

內

の

未

®

却

額

に

對

し

て

附

す

る

利

子

を

訐

箅

し

て

減

偃

償

却

の

割

當

額

を

定

む

る

3£
1

方

に

h

於

、
て

又

た

直

ち

に

之

，
を

利

子

勘

定

に

移

じ

て

收

益

の

】

部

ね

加

.
ふ

る

は

何

.

.

.

.

.

. 

,

,

.

.
 

•

 

.

.

.

.
•;

第

十

卷

(

八

P

D

跄

餽

牟

金

法

に

依

る

減

惯

惯

却

な

論

ず

 

第

六

號
 

五

九

i

 

, 

J 

;
 

s
m
s
k
-
t
t 

V 

i |
|

!；

{

K

♦
i
v
f、•
v>
-

y

l

H

^
il
^

s
;?
H

'

?7̂

f

v'.
.
*
^
c
<

->
^
:
:7,
r
o
?
<
s
^

1

4

> 
^
■
■
';
r

-'
-'.s:r
>;
1
.
i
4

>

li
,
:
-i
i
.
&
/:
3
f
::
?
K,

?.
'l<
>
u
;
:
:
v
p

i-
-

d

dへ梟̂
^
^
线

%\

i

:

け
；
' 

\

 

-r
/

▲



0
$
 

(

八
〇
二)

餘

銳

尔

金

法

に

依

备

摄

却

鑫

ず 

第

六

號

六

〇 

故
な
々
や
、其
理
由

K

外
な
ら
す
し
て
此

-
間
題
に
答
ふ
る
は
、即
ち
此
方
法
の
糨
神
を
明
に
す
る

 

所
.以
な
.
.る

W

共
に
纖

.
て
は
又
此
方
法
を
適
用
す
ベ
き
疋
當
な
る
範
圍
を
確
定
す
る
所
以
な

K
V 

^

す
。然
る

R

從
來
の
說
明
は
求
だ
十
分
に
典
點
を
論

0 #

せ
ざ
る
が
如
し

6
即
ち
例
へ
ば

0
o
f 

敎
授
は

.
 

.
 

•
 

,i

This m
e
t
h
o
d

 is called 
the Annuity S

y
s
t
e
m； 

a
n
d

 

as the gross charge in respect 

of Depredation 

is c
o
l
n
t
,

 

whereas the crests to 

R
e
v
e
n
u
e

 I.n 

respect 

o
f

 interest 

diminish 

as the asset is written 

a
o
j 皆 

s
 
岛
&
 

o
f 

i
 

3
ethod is 

t
o 

charge a
n

 i
n
c
i
i
n
g

 

I
 

Ĵ
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